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１.申請者情報

協議会名

宣誓

モーダルシフトの実施に
当たって通常求められる
水準を超えたオプション
品等ではありません。

1 設備費-設備費 1台 はい

2 設備費-設備費 １式 はい

3 設備費-設備費 ６枚 はい

4 設備費-設備費 １式 はい

5 設備費-設備費 ８枚 はい

6 設備費-設備費 １式 はい

7 設備費-設備費 １式 はい

8 設備費-設備費 １対 はい

9 設備費-設備費 1式 はい

10 設備費-設備費 １式 はい

11 設備費-設備費 １式 はい

12 設備費-設備費 １式 はい

13 設備費-設備費 １式 はい

14 設備費-設備費 １式 はい

15 設備費-設備費 ２対 はい

16 設備費-設備費 2対 はい

17 設備費-設備費 １式 はい

18 設備費-設備費 5対 はい

19 設備費-設備費 １式 はい

20 設備費-設備費 １式 はい

21 設備費-設備費 １式 はい

22 設備費-設備費 一式 はい

ウイングルーフセミトレーラ ２軸ウイングセミトレーラ

リヤヒサシ　取付
雨や雪の庫内侵入を防ぐリヤ上部のヒサシ
（リヤ部　防水対策　ボルトナット固定）

診断装置トレーラインフォメーションモ
ジュール（TIM）

車両の姿勢やABS系統を制御するECUを確認する装置
（トレー架装部　法令等による装置　ボルトナット固定）

羽根ロック（前後両端）ウイングロック　鉄
前後のフレームに付く、サイドの羽根を固定する掛け金
具（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

羽根ロック　追加　ウイングロック　鉄　埋
込皿　SUS

煽りに埋込で付く、サイドの羽根を固定する掛け金具
（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

リヤフレーム　SUS２B
車両の骨格を構成する、リヤのフレーム
（リヤ部　車両本体　溶接固定）

６方開　分割比　指定
サイドの煽りに係る指定分割寸法
（アオリ部　作業に関わる車両本体の一部）

サイド開閉補助装置　セイコーラック　鉄
サイドの煽りを開閉する際の補助装置
（アオリ部　安全対策　ボルトナット固定）

６方開煽　ｈ＝800　ＮＫＫ200　ラッシング
溝付

車両の骨格を構成する、サイドの煽り
（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

６方開煽　蝶番ＳＵＳ#400　標準数量
サイドの煽りと車両本体再度レールを固定する蝶番
（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

羽根ロック（中央中柱）ウイングロック　鉄
支柱に付く、サイドのはねを固定する掛け金具
（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

６方開煽　蝶番追加　SUS#400　両端増
サイドの煽りと車両本体再度レール固定蝶番の数量増し
（アオリ部　安全対策　ボルトナット固定）

６方開煽　掛金具　アオリロック鉄＋アオリ
ロック鉄

サイド、の煽りと羽根サイドを固定する掛け金具
（アオリ部　車両本体の一部　ボルトナット固定）

６方開　中柱　NF標準　受け　鉄
サイド、段付部の煽りと煽りの間に付く固定式の支柱
（アオリ部　車両本体の一部　差込固定）

ウイングルーフ上部にノンスリップテープ貼
付け

羽根ルーフ面に貼る滑り止めテープ
（ウイング部　安全対策　協力粘着テープ貼り）

サイド煽り　ホワイト電着塗装品使用
車両の骨格を構成する、サイドの煽りの塗装
（アオリ部　庫外保護）

中柱回転式（１対のみ）
サイド、低床部の煽りと煽りの間につく回転式の支柱
（アオリ部　安全対策　ボルトナット固定）

フロント外板　カラーアルミ白板
車両の骨格を構成する、前壁庫外側パネル
（フロント部　庫外保護　リベット固定）

サイドパネル　カラーアルミ白板　上下２波
付

車両の骨格を構成する、羽根サイド面パネル
（ウイング部　車両本体　リベット固定）

防雪カバー　ｈ＝600　アルミクリア板
雨や雪の庫内侵入を防ぐカバー
（ウイング部　防水対策　リベット固定）

リヤ観音ドア　外板　アルミ白　アルミ型材
車両の骨格を構成する、リヤの観音ドア
（リヤ部　車両本体　ボルトナット固定）

　　・審査により補助対象外と判断された設備・機器は補助対象から除外される場合がある。

補助対象として申請する設備・機器の一覧

プロジェクト
番号 Ｍ20XXX モーダルシフト対策協議会

２.補助対象として申請する設備・機器の情報

　　・必要に応じて行を追加して使用すること。

№ 申請設備・機器　名称 経費区分 使用目的 数量

フロント内板　アルミクリア板ｔ＝3.0 車両の骨格を構成する、前壁庫内側パネル

① ④ ⑤③

① 申請設備・機器名称：仕様明細書にあるモーダルシフトを行う上で

必要不可欠な設備・装備を全て一覧へ記入。

② 経費区分：プルダウンで選択

③ 使用目的：各設備の使用用途、目的をわかりやすく記載。

④ 数量：各設備ごとに数量（単位）を記入。

⑤ 宣誓：プルダウンで選択

・モーダルシフトを行う上で必要不可欠な設備の役割や

目的を記載ください。

（不明な場合はメーカーへ確認してください）

・法令や条例で定められている場合はその旨記載くださ

い。

※通常求められる水準を超えたオプション、予備、装飾

類、汎用性があるものは対象外です。

7 5 ○

8 枚

導入する設備機器（本体名）を最初に記載ください。続いて付属の

装備がある場合は明細書の内容を一覧に入れてください。但し

モーダルシフトを行うのに必要不可欠な装備のみ。

②

6 枚

トレーラ架装 診断装置 トレーラ インフォメーション モジュール（TIM）

仕様書が複数枚存在する場合、モーダルシフト

に必要な装備については一覧の行を追加し全て

記載してください。


